
アビスコー ラップランドの山岳国立公園

Abisko― A帥 生ountainous National Park in Lappland

アビスコヘ For  A b i s k o

アビスコ Abi s k oは スウェーデンの北、ラ

ッブランドの地にある (図 1)。すでに北柾

目にはいるものの夏には|'1然を愛するツー

リスト、 ト レッカーがスウェーデン中から

集まってくる。アビスコ1可ヤ1公1去1はトルネ

ツレスク
″
Iふornetrask iltH(刀(山i標|1巧3(42m)

の1崎にひろがる山Fi・!え流 ・湖よりなる変

化に常んだ地にあり、結由i横は7700ha、1909

イliに,ittiriされた(IX1 2)。fli‖作水批は30()mmを

こえずスウェーデンでも降水十i土の少ない地

域だが、イf灰イ1麻があり地形的にも変化に

‖んでにヽるためて1常なれ'i物相|・札riノ|:がみら

れる。ここはスウェーデで最 も矢11られてい

る|ドに公1村で、引Li作道で`|えば大■にでも

あたるだろうか。実際程、が洲;和iしていた|lil

にも休暇で遊びに来ていた H本 人
^家 (ス

トックホルムに留
だ
!をしてぃるとのことだっ

たが)に も会った。 7ヶ 川スカンジナビア

にいた||キ1にitilllオ1解ltとしてはここと!11部ノ

ルウェーのコングスウォール (8'j にヽ辻ガニ

先/1モによる孫「十すド吉じ弔Fがある)を 言方アしたが、

スウェーデン人石)F究格には 「スカンジナビ

アの代表的な 2つの高||1植4にを兄たことに

なる」 と後で1手われた。

ウブサラとストックホルムのほは
｀
其ん中

にあるアーランダ田除々港のすぐ隣に1可内

空港がある。午後 0時 30分に飛びヤ1った S

ASは 2時 10分にアビスコの束にあたる町

札'兄|l f高 橋 英 樹

キールナに到若 した。tt Hは 3万 にもみた

ない小さな町だが鉄鉱山のFllとして有名で

ある。そもそもこの四J・のl■4‐方約100キロにあ

るアビスコが開かれたの もここの鉄鉱石を

ノルウェー側の不凍港ナルビクから積み|||

すためキールナーナルビク鉄道を敷設した

ことに始まる。列中の待ち合わせの問町の

中をvSガ)ついていると公周のやぶにコケモ

モや リンネツウがはえている。ここは怖:か

に北版IJである。

キールナ駅を4Hキ50分に出た夕J中はアビ

スコ ・ツー リスト駅に 6時 30分到持 した。

駅のすぐそば、線路 とセ行に走っている通

路を向こう側にわたったところにツーリス

トホテルがある。 H本 の観光地にみられる

けばけばしさはなくiドi潔 ・機能的で杵;心地

のよいホテルだった。i品泉のないのは残念

だが大山のないスカンジナビアでは望むべ

くもない。代わりにサウナがある。外を歩

いて冷えきった体にはなりよりであった。

7)1ド 名Jというのに我々が滞和1した 5Hド 町、

|I I11でも10度を越えることがなかった。 本

格的な其夜中の太陽を見るのには少 し遅い

のだが、1事実 11夜はH子くならずド1夜の季節

である。

ニューラ Njulla

lq、1公 1樹区域の北西の境界を区切ってい

るのがニューラNjulla(1169m)とSioahtta
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(1191m)の 2つ の山だが、低いほうのニ

ューラのほうが知られている。ニューラに

は叶1腹まで` リフ トがありFHg単にF所||1植生に

アプローチすることができる。 リフ トに乗

って 11がっていくと_11から降 りてくる人た

ちが 「へい Hei」 と声をかけて くる。これ

は英語のハーイとかハローにあたるスウェ

ーデン語である。 F]本でも山道で もすれち

がう時は 「今 Hは 」 と呼びあう習慣がある

があれのスウェーデン版である。

リフ トの終若駅から Lに はヒメヵンバ

Betula nana、 Ernpetrum hel‐rnaphro―

ditum、 Salix herbaceaな どのわい141低

木がある。その他丈色のイととしてはキバナ

ノコマノッメV101a bifl()ra、Pedicularis

iapponica、Potentilla,Ranunculusな どヽ

が、 ピ ンクの花 としてはエソフ ッガザクラ

PhyllodOce caerulea、 Silene acatllisな

どが、riィととしてはムカゴ トラノオ P01 v _

g o n u l l a  v i v i p a r u m、キョクチチョウノスケ

ソウDry a s  o c t o p e t a l a、イワウズのイサ千1Ta

Diapensia lapponica、 Calluna tetra―

gonaな どがある。ニューラとSl()allttaの

項 11を結ャS 稜ゞ線にはまだ子が残っている。

このf渓 を越え稜線の西側に出るととたん

に脱′11は貧弱になる。ただ しlJLl‐側は公1士|1汽

域外で採集白|キi。地1山子に近いつ くばって採

集に夢中になっていると何か気配を感 じる。

11を 11げると20-30頭 からなる トナカイの

群れが私を進巻きにしながら移動中であっ

た。夏には低地で大発生する蚊を避けて高

||十で遊牧すると問いていたが、それである。

トナカイにllllまれながらの採集は始めてで

あったが、なぜか自分が ri然の中に先合に

i容け込んでしまったような心地よい錯党に

陥った。

帰りはRihtunjiraの小渓谷沿いにAbi―

skojokkの川までおりた。リフトは片道40

クローネで、往復は50クローネ。そのため

に多くの人はリフ トでおりてしまう。下山

路ではほとんど人に会わずゆっくりと気ま

まに歩 くことができた。 リ フ ト終着駅を ド

った所のやや湿性のお花畑は特に薫晴 しく

的ひ卜|キンバイソウ Trolllus europaeus(|メ|

3)、 ミヤマキンポウゲ Ranunculus acris、

キバナノコマノッメの黄色の花の じめうた

んであった。 lTF庄分布的にみるとアビスコ

あたりでは ^呑ドが1攻州 ダケカンバ Betula

pubescens vaI‐‐tol‐tuosaの林で01葉樹はほ

とんどみることができない (中・JLキ|!スウ

ェーデンの針栗杜1林||十を構成する欧州 トウ

ビPicea abiesはここで`は欠落して才jり、少

数の|な州アカマツPin u s  s y l v e s t l l i sが残存

的にみられるのみである)。その 1とがヤナギ

属の低木林 (これが H本 のハイマツ帯にあ

たる感 じか)、その |とが高山帯 というべ きも

のでヒズカンバやツツジ科のわい性低木が

出てき、さらにその 11は地衣類が優「liする

所となる。

リフ ト終持駅がヤナギ林 と高山′常子との移

行帯あたりにあたる。小渓谷沿いに 下りて

いくと、私の高度計で`54 0 mあ たりで
｀
欧州 夕
ヾ

ケカンバの林へ と移行 した。この比中交的|りl

るい林床 ・林縁 にはエゾゴゼンタチバナ

Carnus suecica、 Geraniulll sylvaticunl、

Melampyrumな どがみら才しる。
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二種カンバ Two Betula Species

アビスコー帯の低標高の林は■に欧州 ダ

ケカンバ Betula pubescens var.tortuosa

からなっている。スウェーデン予吾で
｀
Fjよ1l b j b r k

( = m o u n t a i n  b i r c h )だから名lii ]はまさに

日本のダケカンバであるが、果穂は下向き

になリシラカンバ節にはいる。アビスコに

はもう ヰ重わい4生のヒメカンバ Batula nana

が生育しており ・般的にはより高い標高に

みられる。特にrAtしょぅ地では地前「にべっ

たりはったi～iさ10cmほどのマット状 となっ

ている。この 2種 はその典型的なものを見

ている限り間違いようもないのだが、同所

的に存在 しているような所でlllll者の雑TITrが

できる。アビスコ束駅の近 くにあるリサー

チステーション (IX1 4)のアングーソン氏

にその雑ThlTj株なるものをみせてもデ)った。

みかけは十攻州 ダケカンバのものたが、実の

形がよりまるっこくヒメカンバに少し似た

感じがある。ノルウェーのコングスウオー

ルでい わヽゆる雑種 といわれている 連ヽの

個体を兄せてもらったが、そこでも丈 ・枝

ぶりは欧州ダケカンバに似、束が幾分ヒメ

カンバにも似ているかなというものだった。

租、のに口象は1欧州 ダケカンバその ものがか

なり大きい変共をもった柾で、いアメ)る ヒ

メヵンバとの雑TITlといわれているものは1攻

州 ダケカンバその ものの机瑞な形ではない

か、というものだったがこの疑ド||はまだは

っきりと角牛iドiさオしていない。

アークティック ・ロドデンドロン

Arctic Rhododendron

英liキでアークテ ィック ・ロドデンドロン

と田子ばれるのは Rhododendron lapponi―

cumで 、スウェーデンでも限られた所にし

か仕育せず稀少植物のひとつとされている。

アビスコで1まAbiskojokk)||の渓谷沿いや

Njulla山で比車交的簡単に見られる (図5)。

この植物が我々にも興味深いのには訳があ

る。 「1本では北海道根室の落石にしかみら

れないサカイツツジが最近の見解ではこの

種の亜種 (Rhododendron lappOnicum

s s p . p a r v i f o l i u m )とみなされているので

ある。私 と共にアビスコに来ていたウプサ

ラ大学遺伝学教=の チールマン博十のねら

いはこの植物で、彼は両者は別種 との意見

だった。 日本産のサカイツツジとアビスコ

の R.l a p p o n i c u mとを凝 rから育ててみる

と違う′|:育反応を示すとのことである。ア

ビスコでは高さ20c m以下のわい141低本で`北

海j童のサカイツツジとはかなり違う自1象だ

が、花は確かに似ている。広義には用梅要

素のひとつということになり、種内分化の

行テF究対象として興味深い種類である。

王の道とメシマリヤ

Royal Route and h/1esimarja

アビスコを出発点として1有ll hに仲びるハ

イカーのための道が |:の道 (K u n g s l e d e n =

Royal route)である。名甫竹の出来は聞きそ

こねたが案内i午によるとその雁史は191性紀

末までさかの1まり、 い くつかの'主がネット

ワーク状につながり結局300kmさきの Hema―

vanま で行けるらしい。アビスコの南50km

のところにはスウェーデンの最高峰ケブネ

カイセ Kebnekaise(2117111)が ありそこ

への金山路 ともつながっている。程、にとっ



ては1t`れ の111だったが、 は るかなる違い|||

であった。キールナかデ)アビスコに向かう

夕J中の窓からわずかに児えたriぃ頂は確か

にケブネカイセのある方向だった。 Fl数の

性」少れた旅ではWむ べ くもないのだが 1:の

道を気ままに歩 くことは現代のスウェーデ

ン人にとっては推iヤjのを付尺ということにな

るのだろう。

程、が 7ヶ 川イi:んでいたlif都ウブサラの郊

外にも植物分野t学の人家 リンネの名をとっ

たリンネの小通 I″innestigellがあった。夏

休みには古 リンネが採集をしたというその

jttifいヽで市民|+llけの ri然観祭会が開かれる。

200年以 11前にあのリンネが採集 した場所 と

|オlくとなぜか特別の場所 と″U、えてくるから

不″思議で もある。

ltの道はアビスコ ・ツー リス ト駅か ,,ニ

ューラの リフ ト乗 り場へ行 く道の途中ノi:子

かデ)始まる、それは本夢とのIⅢlでありH本 の

「ll・ぃぉ子のIⅢl構えといった瓜情である (図

6兆 程、は最初の 2-3 kmを 歩いたのみだっ

たが別行動をとったチールマン博 1:はもっ

とお くまで 4rき、梅地 キ イチ ゴ Rtl b u s

arcticusのイとの写真を撮ったといささか興

れキした1角i芋キで話していた。この本車は汗駐/1名ヽ

が示すごとく北地に′li忠、するキイチゴ属の

。梅でフィンランドでは低ナ也にも士ヒ中交的や午

通にあら'つオとるそうだがノルウェー ・スウ

ェーデンでは珍 しい。このキイチゴのベ リ

ーからはメシマ リヤと, うヽ果実消がつ くデ)

れフィンランドの名たのひとつである。 |十

いのでそう沢山飲めるというものではない

がF1/li地をほうマS‐つとさせる呑りがある。

フィンランド|lt身の博 |「にはことのほかフ智、

い入れがあるようである。

エピローグ Epilogue

今から35年ほど前の昭和29年秋、JL人の

館‖あ操博士 (北大植物1刺の際1長も務め 'Dれ

た)も ここアビスコに壮をr命み入れている。

一――程、はときどきボンヤ リとするri分に

「おい、ラップランドを歩いているのだぜ」

と″じヽにいいきかせながら、丈実 した林カギ)

林を縫った。―一

― 版地1目の ‐夜。この辺 りの|||のスカ

イラインのような曲線の幻想1的に1岳れなが

ら、村、もそれにvS、さわ しい幻想をむさほ |)

つつ
Sけ
よう。―― ―(館脇す果「Jし方|ドt物の方に」

よ|))
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1欧州 キンバ イソウの群落
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